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図 1: システムの概要図

1 はじめに

近年，就寝時に利用されることを想定したデジタル

コンテンツ市場が注目されている．「週刊添い寝 CD」

[1]は，男性声優による添い寝時のささやきが収録さ

れており，コアなファンに需要がある．

このようなコンテンツでは，臨場感を求める工夫が

始まっている．添い寝 CDでは，立体音響を用いるこ

とにより，あたかも耳元でささやかれているかのよう

な体験を可能とした．しかし，仮想的な添い寝者の実

体を感じることはできず，臨場感は限定的であった．

また，通常の添い寝において行われる相互作用のある

コンテンツの提示を行われることはなかった．

そこで本稿では，仮想的な添い寝コンテンツに最適

化された環境の構築をし，仮想的な添い寝者による絵

本の読み聞かせが行われるシステムを提案する．

2 仮想的な添い寝者を伴う没入型絵本読み聞かせシ

ステム

図 1に提案システムの概要図を示す．また，図 2，

図 3にシステムの利用イメージを示す．本システムで

は，寝床面及びドーム型スクリーンへの投映を行うこ

とにより，ユーザの視界を覆うように映像を提示でき

る環境を構築する．このような環境を用いて，仮想的

な添い寝者による没入型絵本の読み聞かせが行われる．
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図 2: 赤外線レーザポインタによるポインティング

図 3: 仮想的な添い寝者のタッチインタラクション

2.1 仮想的な添い寝者

本システムでは，ユーザの隣へ仮想的な添い寝者の

提示を行う．ユーザは，好みの仮想的な添い寝者を選

択することが可能である．仮想的な添い寝者を構成す

る要素は，寝床面への投映，香りの提示，タッチインタ

ラクション，音声認識インタラクションの 4点である．

寝床面には，かまぼこ形のスクリーンを配置し，そ

こに仮想的な添い寝者の投映を行う．また，投映範囲

は寝床面全体へ及んでいるため，ユーザの周囲へ絵本

コンテンツの投映を行うことも可能である．

本システムでは，仮想的な添い寝者の存在を嗅覚で

も感じることを可能とする．仮想的な添い寝者の香り

をイメージしたアロマオイルをUSBアロマディフュー

ザにセットし，ポート毎に給電状態を制御可能なUSB
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ハブに接続する．これを仮想的な添い寝者の映像提示

を行うプログラムから制御することで，ユーザが選択

した仮想的な添い寝者に合わせた香りの提示を実現し

ている．

ユーザは，仮想的な添い寝者を撫でることによりイ

ンタラクションを得ることができる．本システムでは，

仮想的な添い寝者が投映されているかまぼこ形スク

リーン上へ赤外線を投光している．仮想的な添い寝者

上へユーザが手を伸ばすと，赤外線の反射が起こる．

その光を赤外線カメラにより捉えることでタッチ点の

検出を行う．

ユーザは，仮想的な添い寝者と音声による対話を行

うことができる．本システムでは，音声認識デバイス

としてAndroid端末を利用する．Androidの音声認識

APIにより得られた文字列を，ネットワークを介して

システム全体に共有することにより，これを実現して

いる．

2.2 没入型絵本

本システムでは，ユーザの視界を覆うような没入型

絵本の提示を行う．絵本の世界は，ドーム型スクリー

ンから寝床面の投映範囲全体を用いて表現される．没

入型絵本を構成する要素は，上方向スクリーンへの投

映，赤外線レーザポインタによるポインティングの 2

点である．

本システムでは，寝床面の上方にドーム型スクリー

ンを配置して投映を行う．プロジェクタの光を凸面鏡

に反射させることにより，ドーム状への投映を実現し

ている．

ドーム型スクリーンへ投映されたコンテンツは，赤

外線レーザポインタを用いることによりインタラク

ションを得ることができる．ドーム型スクリーン全体

を写すように配置された赤外線カメラにより，赤外線

レーザポインタの光点を捉えることで，ポインティン

グを実現している．

2.3 仮想的な添い寝者による絵本の読み聞かせ

図 4 に，本システムのソフトウェア構成図を示

す．本システムは，2 台の PC と 1 台の Android 端

末により構成される．それぞれの端末上で動作し

ているソフトウェアは，ネットワークを介してコン

テンツの状態を共有している．本コンテンツを構

成するソフトウェアは，UpperScreen，LowerScreen，

RecognizerExtension-appの 3点である．

UpperScreenは，主として上方向スクリーンへの投

映コンテンツの表示とインタラクションを担当して

いる．また，システム全体の音声出力及び香りの出力

制御も行う．LowerScreenは，寝床面への投映コンテ

図 4: ソフトウェアの構成図

ンツの表示とインタラクションを担当している．仮想

的な添い寝者の提示とインタラクションの処理も行

う．RecognizerExtension-appは，音声認識を担当す

るAndroidアプリである．認識した音声の文字列を他

のソフトウェアと共有する処理を行う．これらのソフ

トウェアにより，仮想的な添い寝者による絵本の読み

聞かせを実現している．

3 実装

上方向のドーム型スクリーンは，2 m四方の蚊帳を

不透明ビニルシートで覆うことで構成した．かまぼこ

形スクリーンは，梱包用エアキャップのロールの上に

トレーシングペーパーを被せることで構成した．

ソ フ ト ウェア の 実 装 環 境 は ，Action-

Script3.0(FlexSDK4.6) で あ る ．実 行 環 境 は ，

Windows7 及び Android4.0 上のランタイムライ

ブラリ Adobe AIR3.5 である．ソフトウェア間の通

信は，Adobe Flash Media Development Server 4.5

を用いてオブジェクトの同期を行うことで実装した．

4 おわりに

仮想的な添い寝者を伴う没入型絵本読み聞かせシス

テムを提案，実装した．本システムを用いることで，

就寝時に利用されるコンテンツの表現を豊かにするこ

とが可能となった．今後は，遠隔地の本システム利用

者同士によるリモート添い寝を考慮していきたい．
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